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4月の法要予定
灌仏会･降誕会 御堂寄席
花まつりコンサート

柳亭燕路 柳亭こみち 他
クラリネット・チェロ・ピアノ

西宗寺
慈光寺

4月5日（昼）
4月12日（昼）

昼13時半
昼14時

6月の法要予定
永代経法要

婦人会大会法要
永代経法要
永代経法要
永代経法要
永代経法要
永代経法要
永代経法要

正善寺
萬徳寺
淨念寺
本通寺
長玄寺
西顕寺
西蓮寺
觀應寺

6日（昼）・7日（昼）
6日（朝昼）・7日（朝昼）
12日(昼）・13日（昼夜）・14日（昼）
14日(昼)・15日(昼)・16日(昼)
16日（朝）
18日（昼）
20日（昼）21日（朝昼）

酒井 光義
安静 至邦
生土 昌行
禿河 浩肇
栁原 遊
藤井 義英
松月 博宣
葛野 洋明

昼13時半
朝9時半/昼13時半
昼13時半/夜19時半
昼13時半
朝10時
昼13時半
朝10時/昼13時半
未定未定

6月
6月
6月
6月
6月
6月
6月

鎮西別院報恩講法要 別院
4月
4月
4月

3日（日中逮夜）
4日（晨朝日中逮夜）
5日（晨朝日中逮夜）

晨朝7時
日中10時
逮夜13時半

宮部 誓雅

恩
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明
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修
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長
︼

松
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智
海

法座のご案内 3月・4月・5月・6月の法要予定
2026年（令和8年）

3月の法要予定
春季彼岸法要
春季彼岸法要
春季彼岸法要
春季彼岸法要
春季彼岸法要
春季彼岸法要
春季彼岸法要
春季彼岸法要
春季彼岸法要
春季彼岸法要
春季彼岸法要
春季彼岸法要
春季彼岸法要
春季彼岸法要

春季彼岸法要

春季彼岸法要
春季彼岸法要

朝9時半/昼13時半
昼13時半/夜19時半
昼13時半
昼13時半
昼13時半
昼13時半
昼13時半/夜19時半
昼11時
昼13時半
昼13時半
昼13時半
昼13時半
昼13時半
昼13時半

昼13時半

昼13時
昼13時半

松嶋 智譲
長倉 伯博
海野 唯可
篠田 准照
西郷 信行
北山 祐章
上野 隆平
松﨑 智海
池尻 正道
野﨑 正信
住職・若院
禿河 浩肇
井上 顕悟
福田　毅

福光 得真
永井 了祥

萬徳寺
正行寺
觀應寺
善龍寺
正善寺
西顕寺
西宗寺
永明寺
教泉寺
西教寺
慈光寺
本通寺
明圓寺
明恩寺

永楽寺

極楽寺
安楽寺

10日（昼）・11日（朝昼）・12日（朝昼）
13日（昼夜）・14日（昼夜）・15日（昼）
14日（昼）・15日（昼）
15日（昼）
18日（昼）・19日（昼）
19日（昼）
19日（昼夜）・20日（昼夜）・21日（昼）
20日（昼）
20日（昼）
20日（昼）
20日（昼）
20日（昼）
20日（昼）
20日（昼）・21日（昼）

21日（昼）

21日（昼）
27日（昼）・28日（昼）

3月
3月
3月
3月
3月
3月
3月
3月
3月
3月
3月
3月
3月
3月

3月

3月
3月

姜 暁艶
（ジャン・ショウイェン）

5月の法要予定
永代経法要・降誕会
引上会報恩講
永代経法要
永代経法要
永代経法要
永代経法要
永代経法要

永代経法要・降誕会
永代経法要

永代経法要・降誕会
永代経法要・降誕会
永代経法要
永代経法要

永代経法要・降誕会

萬徳寺
永照寺
正行寺
慈光寺
明圓寺
明恩寺
古法寺
善行寺
西宗寺
安楽寺
永楽寺
教泉寺
善龍寺
永明寺

朝9時半/昼13時半
朝10時/昼13時半/夜20時
昼13時半/夜19時半
昼13時半
朝10時/昼13時半
昼13時半
昼13時半
昼13時半/夜19時半
昼13時半/夜19時半
昼13時半
昼13時半
昼13時半
昼13時半/夜19時
朝10時/昼13時半

12日（昼）・13日（朝昼）・14日（朝昼）
14日（朝昼）・15日（朝昼夜）・16日（朝昼）
15日（昼夜）・16日（昼夜）・17日（昼）
16日（昼）・17日（昼）
16日(昼)・17日（朝昼）
16日（昼）・17日（昼）
18日（昼）・19日（昼）
18日（昼夜）・19日（昼）
21日（昼夜）・22日（昼夜）・23日（昼）
22日（昼）・23日（昼）
23日（昼）・24日（昼）
24日(昼)
24日（昼夜）・25日（昼）
30日（昼）・31日（朝昼）

内藤 昭文
三浦 真証
白石 智昭
荒本 由未

文珠四郎 琢磨
藤田 慶英
野田 成敏
久留島　法暁
東光 爾英
久留島　法暁
柴田 弘司
生土 昌行
舟川 宏顕
深水 健司

5月
5月
5月
5月
5月
5月
5月
5月
5月
5月
5月
5月
5月
5月
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「
小
倉
親
鸞
の
つ
ど
い
」

無事終了の
ご報告

西
顕
寺
に
て

開
催
10
25

2025

小
倉
組
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
行
事
、「
親
鸞
の
つ
ど
い
」で
す
が
、

発
会
の
歴
史
を
辿
っ
て
い
き
ま
す
と
、遡
る
こ
と
六
十
四
年
前
、

昭
和
三
十
七
年
に「
小
倉
親
鸞
の
集
い
」と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、休
止
期
間
も
あ
り
ま
し
た
が
、歴
代
組
長
の
思
い
と

各
教
化
団
体
の
会
長
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
熱
意
を
受
け
、

二00

四
年
よ
り「
合
同
研
修
会
」と
い
う
形
で
再
開
さ
れ
、

二0

一
三
年
よ
り「
小
倉
親
鸞
の
つ
ど
い
」と
し
、開
催
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、二0

二
五
年
は
先
の
大
戦「
終
戦
よ
り
八
十
年
」に
あ
た
る
節
目
の
年
で
も

あ
り
ま
し
た
の
で
、宗
門（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）が
推
進
し
て
お
り
ま
す

「
平
和
を
き
ず
く
法
要
」を
小
倉
組
と
し
て
併
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

戦
火
に
よ
り
失
わ
れ
た
多
く
の
尊
い「
い
の
ち
」に
思
い
を
致
し
、

非
戦
の
思
い
を
新
た
に
、一
人
一
人
に
か
け
ら
れ
て
い
る

「
仏
さ
ま
」の
願
い
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
く
貴
重
な
ご
縁
と
な
り
ま
し
た
。

混
迷
の
時
代
に
救
い
の
光
を
も
た
ら
し
た
法
然
上
人
ゆ
か
り
の
宝
物
や
浄
土
教
美
術
の
名
品
が
一
堂
に
！

昨
年
度
よ
り
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
、小
倉
組
の
研
修
バ
ス
ツ
ア
ー
を
今
年
も
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

皆
様
と
と
も
に
、九
州
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
、法
然
と
極
楽
浄
土
展
を
巡
り
、福
岡
タ
ワ
ー
に
て
昼
食
、浄
満
寺
様
で
ご
法
話
を
い
た
だ
く
、

有
り
難
い
ご
縁
で
し
た
。コ
ロ
ナ
前
の
楽
し
く
学
び
な
が
ら
皆
様
と
過
ご
す
時
間
を
取
り
戻
せ
た
よ
う
な
ご
縁
で
し
た
。

ま
た
来
年
度
も
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
ま
た
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

九
州
国
立
博
物
館
開
館
20
周
年
記
念

小
倉
組
研
修
部
日
帰
り
旅
行
「
法
然
と
極
楽
浄
土
」
10
29

2025

無事終了の
ご報告




